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 ｉバス第Ⅲ期見直し路線の運賃について 

 

１  これまでの地域公共交通会議での検討状況 

⑴（令和６年度第３回） 

方針３ 
コミュニティバスと路線バスの乗り継ぎ 

・路線バスへ乗り継ぎすることで遠方へいくことができる路線の検討 

事務局：乗り継ぎをする際は、それぞれの路線でバス料金がかることになる。 

 

方針６ 再編後のコミュニティバス路線について、収支率の設定による路線見直しを検討 

委員：方針６「収支率の設定による路線見直しの検討」について、基本的な考えを伺い

たい。 

事務局：現在の i バス５コースについて、運行経費と運賃収入については公表をしてい

る。収支率が最も低いところで約 10％、最も高いところで約 60％と大きな開きがあ

る。そうした中で、今回の見直しにあたって、ある程度目標となる収支率を設定でき

ないかと考え、方針案に記載させていただいている。 

 

⑵（令和７年度第１回） 

方針８ 路線バスと競合しない運賃設定の検討 

事務局：現在、iバスは路線バスより 40円安い金額で運行しており、路線バスとの重複

区間での i バスの利用は、運行する路線バス事業者としては減収となっていた。方針

２より路線バスとでｉバスの重複区間については、現行コースの主に鶴川街道や天神

通りや坂浜・平尾線については解消する案となっている。今後、方針６の目標収支率

も含めて、地域公共交通会議で検討していきたいと考えている。 

 

⑶（令和７年度第２回） 

方針３ 
コミュニティバスと路線バスの乗り継ぎ 

・路線バスへ乗り継ぎすることで遠方へいくことができる路線の検討 

委員：新路線の運賃額については、方針３「コミュニティバスと路線バスの乗り継ぎ・

路線バスへ乗り継ぎすることで遠方へいくことができる路線の検討」の乗り継ぎ時の

運賃割引の検討について、伺う。 

 

事務局：運転手の不足や改善基準告示対応などの関係で、どうしても路線バスを守るた

めにも、今まで７台で運行していた循環路線を減らし、分割した路線にしないと立ち

行かなくなるというところにある。 

 

小田急バス：i バスについても、これまで路線バスと競合しているエリアもあり、路線

バスと同じ運賃にしていただきたいというところがある。小田急バスとしては乗り継

ぎ割引ができない代わりに、仮に路線バスより安い現行の 200 円のままでも受託させ

ていただくことが市に対する協力と思っている。 
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【まとめ】 

割引運賃については、乗り継ぐ方がどの程度いるかを新路線運行後の実際の利用を見

ながら、その中で乗り継ぎの運賃のあり方については継続的に協議をしていくというこ

ととなった。 

 

方針６ 再編後のコミュニティバス路線について、収支率の設定による路線見直しを検討 

現在の５コースのうち、収支率が一番いいところで 60％、悪いところで 10％台となっ

ている。今回変更見直しに当たっては今後その収支率についても目標率を設定していき

たいと考えている。 

 

２  令和６年度ｉバス収支率 

 
 

３ 東京都シルバーパス 

ｉバス第Ⅲ期の見直し路線の東京都シルバーパスの適用に関しては、市から

東京バス協会・小田急バス㈱に確認したところ、今回の i バス再編によりすべ

ての路線が新規コースとなるため、東京都シルバーパスを適用しても運賃補償

の交付はなく、シルバーパス適用よる運賃無料分の運行会社への運賃補償は現

行路線と同様に市が負担することに変わりはないと確認しているところです。 

 

４ 東京都シルバーパスのＩＣカード化 

東京都シルバーパス制度については東京都福祉局が担当となる。現時点では、

東京都から正式な発表はされていないが、次のシルバーパスの更新時（令和８年

10月ころ）にこれまでの磁気カードからＩＣカードへの変更を検討している。 

 

５ 南観光交通㈱運行路線の交通系ＩＣの使用について 

交通系ＩＣ（Ｓｕｉｃａ・ＰＡＳＭＯ）については、ＪＲ東日本、大手私鉄系

の運行会社が導入できるシステムとなっており、南観光交通㈱で導入すること

は不可能であることがわかりました。 

市では、大手私鉄電鉄系の運行会社以外でコミュニティバスに交通系ＩＣを

導入している自治体がないか確認しているところです。 

そのため、令和８年４月の運行当初は南観光交通㈱の運行するコースは現金

37%
63%

Ａコース

61%
39%

Ｂコース

31%
69%

Ｃコース

9%
91%

D・Eコース

令和６年度ｉバス収支率

資料３ 
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のみの利用方法になる可能性があります。 

 

６ ｉバス第Ⅲ期の見直し路線の事業収支試算 

 
 

① 輸送人員想定 人 ②× 1.34 人

⑴ 現金 人 （現行ｉバス第Ⅱ期路線の営業キロあたりの人数）

⑵ ＩＣ 人

⑶ 定期券 人

⑷ 人

適用した乗車人数

② 年間総営業キロ km

⑴ はるひ野駅～南多摩駅 km

⑵ 平尾循環 km 42810

③ 税抜き運賃収入額（想定） 円 ① ×153.00 円

④ 運行経費 円 （現行ｉバス第Ⅱ期路線の平均一人あたりの平均単価）

⑤ 収支率③/④ %

 ①’輸送人員想定 人 ②'× 1.34 人

⑴ 現金 人 （現行ｉバス第Ⅱ期路線の営業キロあたりの人数）

⑵ ＩＣ 人

⑶ 定期券 人

⑷ 人

適用相当乗車人数

②’ 年間総営業キロ km

⑴ km

③’ 税抜き運賃収入額（想定） 円 90.90 円（一律１００円運賃　消費税抜き単価）

④’ 運行経費 円

⑤’ 収支率③/④ %

①'×

67,261,900

12.88

8,662,974

南多摩駅～稲城・府
中メモリアルパーク

現金・IC：100円（大人・子供）
※シルバーパスは適用しない

71,123

内
訳

6,694

内
訳

118,224,082

11.98

ｉバス第Ⅲ期見直し路線

【南観光交通】

95,304

内
訳

東京都シルバーパス

71,123

79,441

14,163,344

ｉバス第Ⅲ期見直し路線
【小田急バス】

163,820

内
訳

現金・IC：200円（大人）50円（小人）
※シルバーパスは適用あり（東京都から運賃補償交付なし）

122,251

74,115

4,852

78,155東京都シルバーパス

42,810

3,894

43,118

2,823

45,468

 

4.09 ％ 45.24 ％ ％ ％

159.87 円 168.08 円 円 円

ｉバ現行路線
【小田急バス】

現金・IC：200円（大人）

【令和６年度】
支払い方法別の内訳

現金
ＩＣ

カード
定期券

シルバー
パス

2.96 47.71

平均運賃単価の内訳（円） 131.05

4.09 ％ 45.24 ％ ％ ％

159.87 円 168.08 円 円 円

シルバー
パス

2.96 47.71

平均運賃単価の内訳（円） 131.05

ｉバス現行路線
【小田急バス】

現金・IC：200円（大人）

【令和６年度】
支払い方法別の内訳

現金
ＩＣ

カード
定期券
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南観光交通㈱の路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の視点（シルバーパス購入者を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不便 

シルバーパスが IC カー

ド化されると、無料の適

用ができなくなる可能性

がある 

キャッシュレス化が進む

中で、交通系 ICが導入で

きず、現金のみの支払い

になる可能性がある 

不便… 

利用者 

シルバーパスの 

運賃補償の問題 

シルバーパスの IC

カード化の問題 

交通系 IC の

問題 

３つの問題が複雑に絡み合っている 

シルバーパス購入者 

・1,000 円 or12,000円でシルバーパスを購入 

・通常大人 200円の運賃が無料になる 

・iバス利用者の約半数がシルバーパスを利用 

シルバーパスの購入費が市に入ってくるわ

けではなく、シルバーパスを適用して運賃

を無料にした分の運賃補償ももらえない 

 

市の持ち出し 

全ての利用者の運賃を 100 円に 

 
・上記利用者目線で挙げた課題があり、利用者に不便をかけてしまう面を考慮 

・シルバーパスを適用して大人運賃 200 円・シルバーパスを適用しての乗車は無料とする場合

と、全ての利用者から 100 円を徴収する場合を比較しても、運賃収入はほとんど変わらない 

・公平な受益者負担が可能 

 

資料３ 追加資料① 
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７-1 ｉバス第Ⅲ期の見直し路線の運賃を検討するにあたって 

１ 交通系ＩＣの導入の経過 

⑴ 路線バス等（※ウィキペディア調べ） 

ＪＲ東日本  ２００１年（平成 13年）11月 18日導入 

ＰＡＳＭＯ  ２００７年（平成 19年）３月 18日導入 

小田急バス㈱ ２００７年（平成 19年）３月 18日導入（バス共通カードの後継） 

首都圏ＩＣカード相互利用サービス開始 ２００７年（平成 19年）３月 18日 

⑵ i バス 

ＩＣ車載器（ＰＡＳＭＯ・Ｓｕｉｃａ 両方利用可）を導入 ２００７年（平成 19年）12月３日 

紙式定期券を廃止し全線共通ＩＣ定期券（ＰＡＳＭＯやＳｕｉｃａに定期を記録）に変更２０１２年（平成 24年）12月３日 

２ 南観光交通㈱のＩＣの導入について 

交通系ＩＣカードは、ＪＲ（Ｓｕｉｃａ）や大手私鉄（ＰＡＳＭＯ）が開発したシステムで、Ｓｕｉｃａ・ＰＡＳＭＯのカード発行からその料金収受までを

行い、ある程度の運行規模が必要なシステムである。現在のｉバスは、小田急バス㈱の運行のため、小田急バス㈱が運行する路線規模の中の一部として、交通

系ＩＣ（Ｓｕｉｃａ・ＰＡＳＭＯカード）を使用した料金収受が行われているが、南観光交通㈱がｉバスの１コースのみ規模で導入するのは難しいことが判明

している。 

また、東京都シルバーパスが次回更新時（令和８年 10月ころ）に、現在の磁気カードから交通系ＩＣを使ったＩＣ化を予定しており、バス乗車時に運転手に

シルバーパスを見せての乗車方法から、ＩＣカードを交通系ＩＣカード読取り機にタッチして乗車する方法に変更になることから、その対応も必要になる。 

 

３ 東京都シルバーパス制度（東京都） 

⑴ コミュニティバスをシルバーパス適用に含めないとする根拠 

東京都シルバーパス条例施行規則(平成 12年 8月 25日規則第 340 号) 

(条例第六条の規則で定めるパスの通用区間) 

第四条 条例第六条に規定するパスの通用区間は、別表の上欄に掲げる運送事業者ごとにそれぞれ同表の下欄に定めるとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる運行系統は、パスの通用区間から除外する。ただし、知事が別に指定する運行系統は除く。 

一 道路運送法(昭和二十六年法律第百八十三号)第九条第一項の規定により国土交通大臣が運賃の特殊割増しを認可した運行系統 

二 道路運送法第二十一条第二号の規定により国土交通大臣の許可を受けて乗合旅客を運送する運行系統 

三 定期観光運送(定期に運行する自動車により観光を目的とする乗合旅客を専ら運送することをいう。)を目的として定めた運行系統 

四 地方公共団体、民間団体その他の団体の委託を受けて乗合旅客を運送する運行系統 

五 季節により、又は臨時に設けられた運行系統 

３ 知事は、前項ただし書の規定による指定をしたとき、又は指定を変更したときは、その旨を告示する。 

⑵ 東京都議会でのコミュニティバスへのシルバーパス適用に関する質疑（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 都政新報記事（2025 年（令和７年７月 22 日発行） 

【ＩＣ化で利用実態把握】 

現在のシルバーパスは運転手に提示するだけで乗車できる。正確な利用者数を把握できない課題がある。 

【利用者負担額】（制度見直し 運賃補償に影響） 

発行枚数に応じシルバー制度開始時の国土交通省の「道路交通センサス」に基づく高齢者の利用回数に当時の乗車金額（200 円）とバスカード

利用時の割引率を掛け合わせた固定額。福祉局は発行枚数に応じた「運賃補償」をバス協会に支払うことで制度を運営してきた。 

また、運賃改定を踏まえた運賃補償額の見直しが行われていない。 

令和７年厚生委員会: 2025-03-18 

 

〇立憲民主党（中村ひろし都議） 

民間バス路線が減少している現状においては、シルバ

ーパスをコミュニティバスに適用しても、民間を圧迫す

ることにはなりません。コミュニティバスは高齢者の利

用率が高いので、シルバーパスをコミュニティバスでも

使えるようにすることが必要ですが、都の見解を伺いま

す。 

◯高齢者施策推進部長 

シルバーパスの利用対象交通機関は、東京都シルバーパス条例及び条例施

行規則に基づき都営交通及び路線バスとなっております。 

コミュニティバスは、交通手段の少ない地域の解消や公共施設などへの移

動手段の確保のため、区市町村とバス事業者が、路線や運賃、運行経費の負

担等について協定を締結し、運行されております。 

コミュニティバスのうち、一般の路線バスと同等の運賃を設定しているも

のについて、区市町村とバス事業者の協議が調った場合は、シルバーパスで

乗車できるようになっております。 

令和７年第２回定例会 : 2025-06-03 

 

〇都民ファースト（荒木ちはる都議） 

東京都が主体的に公共交通網を維持するためには、公共

交通の状況を把握するとともに、利用者を増やし、事業者

の利益を上げる取組が必要です。 

この観点から、子供パスの創設や、多摩都市モノレールと

コミュニティバスのシルバーパスの適用など、新たな利用

者増の施策をエビデンスベースで検討、構築し、東京の交

通不便地域ゼロを目指すよう求めておきます。 

◯福祉局長 

シルバーパスは、現行制度となってから四半世紀が経過し、平均寿命、健康寿

命の延伸や、交通事情の変化、地域における移動手段の多様化など、本事業を巡

る環境は大きく変化しております。 

このような状況の変化を踏まえまして、アクティブな長寿社会の実現を目指し、

高齢者施策全体を総合的に議論する中で、ＩＣカード化により利用実態を把握し

ながら、制度の改善に向けて検討してまいります。 

資料３ 追加資料② 
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37%
63%

Ａコース

61%
39%

Ｂコース

31%
69%

Ｃコース

9%
91%

D・Eコース

令和６年度ｉバス収支率

 

　バス事業者の持ち出し

　シルバーパスの実績

　⑴　走行キロ比例（70％）　814,170,194円

　⑵　輸送人員比例（30％）　348,930,083円

 ①　小田急バス交付（受領）金額　1,163,100,277円

７-２ ｉバス第Ⅲ期の見直し路線の運賃を検討するにあたって 

 

１（現行ｉバス第Ⅱ期路線Ｂコースの東京都シルバーパス運賃補償交付の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２（東京都シルバーパス運賃補償交付の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京都シルバーパス利用者 

ご本人の住民税の課税・非課税の区分に応じた購入額

（1,000円あるいは 12,000円）で購入したパスを提示す

ることで、無料で乗車することが可能となっている。 

シルバーパスでの乗車人数は、運転手がカウントして

います。乗車人数の集計は、毎月ごとに小田急バス㈱か

ら市にその支払い方法別に報告があります。（資料３の６

「令和６年度ｉバス収支率」の表のとおり） 

バス事業者へ東京都シルバーパス運賃補償交付のイメージ 

【東京都】「 令和７年度主要事業予算書   （単位：百万円） 

７年度  ６年度   増減 

運賃収入

16,261,562

シルバーパス補填 7,998,840

運行補助金

（赤字補填）

15,660,535

運賃収入

人件費

30,893,067

燃料費等経費 4,020,584
車両管理費 2,344,841
一般管理費 2,662,445

運行経費

23,659,375

運賃収入

16,261,562

運行補助金

（赤字補填）

23,659,375

運賃収入

人件費

30,893,067

燃料費等経費 4,020,584
車両管理費 2,344,841
一般管理費 2,662,445

運行経費

⑤iバス走行キロ（iバス Bコース）

0.98％ 

7,998,840円 

見直し路線では「シルバーパス運賃補償」は

交付されない（7,998,840円） 

資料３ 追加資料② 
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利用者すべて１００円で
計２人の乗車があった場合

シルバーパス１人（０円）、
シルバーパス対象外１人（２０
０円）の計２人の乗車があった
場合

人件費, 600

燃料費等経費, 

200

車両管理費, 100

一般管理費, 100

運行経費

運賃収入, 200

0

市補助金, 800

シルバーパス運賃

補償市負担分含む

運賃収入（200円）

運賃収入, 200

市補助金, 800

運賃収入（200円）

4.09 ％ 45.24 ％ ％ ％

21,506 人 238,076 人 人 人 年間 526,172 人　①

1日あたり 1,442 人

4.09 ％ 45.24 ％ ％ ％

6,694 人 74,115 人 人 人 年間 163,816 人　②

1日あたり 449 人

4.09 ％ 45.24 ％ ％ ％

3,894 人 43,118 人 人 人 年間 95,303 人　③

1日あたり 261 人

【（②＋③）-①】 △267,053 人

シルバー
パス

2.96 47.71

2,823 45,468

ｉバス第Ⅲ期見直し路線
【南観光交通】

現金・IC：200円（大人）

現金
ＩＣ

カード
定期券

【令和８年度想定】
支払い方法別の内訳

シルバー
パス

2.96 47.71

4,852 78,155

ｉバス第Ⅲ期見直し路線
【小田急バス】

現金・IC：200円（大人）

現金
ＩＣ

カード
定期券

【令和８年度想定】
支払い方法別の内訳

シルバー
パス

2.96 47.71

15,538 251,052

ｉバス現行路線
【小田急バス】

現金・IC：200円（大人）

現金
ＩＣ

カード
定期券

【令和６年度】
支払い方法別の内訳

３ １００円運賃での市運行経費について 

稲城市のｉバス利用者の内訳は、約 50％が東京都シルバーパスの利用者となっている。（資料３の６「支払い方法別の内訳を参照」） 

今回の路線見直しにより、東京都シルバーパスの適用に伴う運賃補償の交付がなくなるとした場合、市が運行事業者に交付する運行補助金

の額は、東京都シルバーパスを適用して大人運賃 200 円、東京都シルバーパスでの乗車は無料とした場合とすべての利用者から 100 円の徴収

とした場合とでは差はほとんどない。 

⑴ 大人 200 円の運賃（現行ｉバス第Ⅱ期路線路線）     ⑵ 大人 100 円の運賃 

利用者等 運賃 

 

利用者等 運賃 

大人 
全部又は一部を現金で支払う場合 200 円 

大人 
全部を現金で支払う場合 100円 

全部をＩＣカードで支払う場合 200 円 全部をＩＣカードで支払う場合 － 

 各種手帳所持者 
全部又は一部を現金で支払う場合 100 円 

 各種手帳所持者 
全部を現金で支払う場合 100円 

全部をＩＣカードで支払う場合 100 円 全部をＩＣカードで支払う場合 － 

小児 
全部又は一部を現金で支払う場合 50 円 

小児 
全部を現金で支払う場合 100円 

全部をＩＣカードで支払う場合 50 円 全部をＩＣカードで支払う場合 － 

 各種手帳所持者 全部をＩＣカードで支払う場合 25 円  各種手帳所持者 全部をＩＣカードで支払う場合 － 

未就学児童 無料 未就学児童 無料 

※東京都シルバーパス、その他の割引制度、定期券の適用を行う。 ※東京都シルバーパスその他の割引制度、定期券はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ i バス・路線バスの収支への影響 

【「シルバーパス利用率５０％の試算】 

左の試算表は、東京都シルバーパス適

用者１名と 70 歳未満の大人１名乗した

場合の試算 

70 歳以上の東京都シルバーパス適用

者１名（無料）＋70 歳未満の大人１名

（200円）＝２００円 

70歳以上の大人１名（100円）＋70歳

未満の大人１名（100円）＝２００円 

資料３ 追加資料② 


